
 

 

 

 

「わかやま被災者支援ネットワークシンポジウム」を開催します！ 

 

和歌山県では、専門性を有するボランティア団体による被災者支援活動と被災

地ニーズを結び、迅速な支援活動の展開につなげることを目的に、災害中間支援

組織「わかやま被災者支援ネットワーク」を設立しました。この度、能登半島地

震の際に支援活動に従事した団体を招聘し、シンポジウムを開催します。 

 

◆日 時：令和８年１２月６日（日） １３：３０～１６：００ 

 ◆場 所：和歌山県立図書館 文化情報センター 

2階 メディア・アート・ホール 

      （和歌山市西高松一丁目7番38号） 

      ※駐車場は数に限りがありますので、なるべく乗合せ又は 

公共交通機関をご利用ください。 

  ◆参加料：無料 

  ◆申 込：https://logoform.jp/form/WEVN/1877299 

 ◆プログラム：別紙のとおり 

 ◆その他：手話通訳・要約筆記 有  

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県 資料提供 

令和８年１１月９日 

（連絡先） 

環境生活部 生活局 

県民生活課 社会活動推進班 

担 当：得津 馬場 

電 話：０７３－４４１－２０９２（直通） 

https://logoform.jp/form/WEVN/1877299


わかやま被災者支援ネットワークシンポジウム
～多様な力をつなぎ、災害に強い地域へ～

和歌山県では、専門性を有するボランティア団体による被災者支援活動と被災地ニーズを結び、

迅速な支援活動の展開につなげることを目的に、災害中間支援組織「わかやま被災者支援ネット

ワーク」の設立を行いましたので、記念シンポジウムを開催します。

プログラム

日時 令和8年12月6日(日) 13:30～16:00

場所 和歌山県立図書館 文化情報センター

2階 メディア・アート・ホール
和歌山市西高松一丁目7番38号
※駐車場は数に限りがありますので、なるべく乗合せ又は
公共交通機関をご利用ください。

第1部 基調講演

「官民連携における災害中間支援組織の役割」
特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク(JVOAD)

理事事務局長事務取扱 阿部 陽一郎 様

第2部 パネルディスカッション

「多様な支援をひとつの力に
－行政・社協・NPOの連携を考える」
●ファシリテーター

阿部 陽一郎 様

●パネリスト

①原 拓矢 様 災害支援プラットフォーム石川(IPF)
石川県生活環境部女性活躍県民協働課 課長補佐

②南出 考 和歌山県社会福祉協議会 災害福祉支援コーディネーター
 

③志場 久起 特定非営利活動法人わかやまNPOセンター 理事長
 

④河村 吉基 和歌山県危機管理部危機管理局防災企画課 課長
 

⑤小林 久晃 和歌山県環境生活部生活局県民生活課 課長

≪お申込み・お問い合わせ先≫

【事務局】和歌山県環境生活部生活局県民生活課
TEL 073-441-2092
MAIL e0313002@pref.wakayama.lg.jp

参加無料 手話・要約筆記有

主催 わかやま被災者支援ネットワーク
(和歌山県・和歌山県社会福祉協議会・特定非営利活動法人わかやまNPOセンター)

お申込みはこちらから→


	スライド 1: わかやま被災者支援ネットワークシンポジウム ～多様な力をつなぎ、災害に強い地域へ～

